
特 集 １

あの日から50年、今、防災を考える
〜昭和42年大水害から50年、『市民防災の日』制定から10年〜

● 問合先　防災危機管理課防災危機管理係（☎㉓２１３０）

　
今
年
は
、
昭
和
42
年
の
大
水
害

か
ら
50
年
、
ま
た
、
こ
の
大
水
害

を
教
訓
と
し
た
『
市
民
防
災
の
日
』

（
７
月
９
日
）
の
制
定
か
ら
10
年
の

節
目
の
年
に
当
た
り
ま
す
。

　
昭
和
42
年
７
月
９
日
に
伊
万
里

市
を
襲
っ
た
集
中
豪
雨
は
、
午
前

12
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で
の
わ
ず

か
２
時
間
に
、
１
４
４
ミ
リ
と
い

う
脅
威
的
な
降
雨
量
を
記
録
し
ま

し
た
。
市
内
各
地
で
山
腹
を
崩
壊

さ
せ
、
河
川
を
氾
濫ら

ん

さ
せ
た
こ
の

豪
雨
は
、
死
者
12
人
、
重
軽
傷

者
４
３
５
人
、
住
家
の
全
半
壊

１
８
２
件
に
の
ぼ
る
大
惨
事
を
引

き
起
こ
し
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
住
む
伊
万
里
市
は
、

長
雨
や
台
風
な
ど
の
水
害
や
、
土

砂
災
害
の
危
険
が
大
き
い
と
こ
ろ

で
す
。
ま
た
、
市
域
の
ほ
と
ん
ど

が
玄
海
原
子
力
発
電
所
か
ら
30
キ

ロ
圏
内
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
原
子

力
災
害
へ
の
備
え
も
必
要
で
す
。

　
災
害
は
い
つ
、
ど
こ
で
起
こ
る

か
分
か
り
ま
せ
ん
。
不
安
を
安
心

に
変
え
る
の
は
、
知
識
と
準
備
、

そ
し
て
早
め
の
行
動
で
す
。
私
た

ち
一
人
一
人
が
心
が
け
て
お
く
こ

と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

3 2017.6広報伊万里



離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
た
と
き
の
連

絡
方
法
や
集
合
場
所
な
ど
を
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
雨
の
日
を

利
用
し
て
、
事
前
に
水
の
流
れ
な

ど
に
も
注
目
し
た
り
、
水
没
し
や

す
い
道
路
や
、
少
し
の
雨
で
も
水

か
さ
が
増
す
川
な
ど
を
確
認
し
た

り
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■
非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備

　
昨
年
４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地

震
の
よ
う
に
大
規
模
な
災
害
の
場

■
集
中
豪
雨

　
集
中
豪
雨
は
、
梅
雨
の
終
わ
り

ご
ろ
に
よ
く
起
こ
り
ま
す
。
狭
い

地
域
に
限
ら
れ
突
発
的
に
降
る
た

め
、
そ
の
予
測
は
困
難
で
、
中
小

河
川
の
氾
濫ら
ん

や
土
石
流
、
崖
崩
れ

な
ど
、
大
き
な
被
害
が
発
生
す
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
自
分
の
家
の

周
り
に
ど
の
よ
う
な
危
険
個
所
が

あ
る
か
、
ふ
だ
ん
か
ら
確
認
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

■
台
　
風

　
九
州
は
、
台
風
の
襲
来
が
多
い

地
域
で
す
。
進
路
の
右
側
が
強
風

に
な
り
や
す
い
た
め
被
害
が
大
き

く
な
り
ま
す
。
台
風
の
規
模
や
襲

来
時
間
は
事
前
に
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
雨
や
風
が
強
く
な
る
前

か
ら
早
め
に
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

■
地
　
震

　
日
本
は
、
世
界
有
数
の
地
震
多

発
国
で
す
。
恐
ろ
し
い
の
は
、い
つ
、

ど
こ
で
発
生
す
る
か
予
知
す
る
こ

と
が
難
し
い
こ
と
で
す
。
慌
て
ず

行
動
で
き
る
よ
う
、
日
頃
か
ら
心

が
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

１ 

自
然
災
害
へ
の
備
え

危険を感じたら 早めの避難と連絡を
大雨・洪水警報などの気象警報発表時や市内で震度４以上の地震が発生
した際は、市は災害情報連絡室を設置し、情報収集と対応にあたります。
▷その際は、各町・地区公民館を自主避難所として開設し、避難する人

の受け入れを行います。
▷大雨・台風・地震などで身の危険を感じた場合は、早めに指定の避難

所（次ページ参照）に避難してください。
▷災害が発生する恐れがある場合や、災害が発生したときは、まず身の

安全を確保し、市に連絡してください。

■
津
　
波

　
海
底
を
震
源
と
す
る
大
き
な
地

震
が
起
こ
る
と
、
津
波
が
発
生
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
海
岸
付
近

で
地
震
を
感
じ
た
ら
、
急
い
で
高

い
と
こ
ろ
へ
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

■
家
の
周
囲
の
点
検
と
整
備

　
雨
ど
い
や
側
溝
を
掃
除
し
て
、

水
の
流
れ
を
良
く
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
壁
や
塀
な
ど
に

破
損
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
な
い
か

確
認
し
、
不
都
合
が
あ
れ
ば
修
理

や
補
強
を
し
ま
し
ょ
う
。
崩
れ
や

す
い
崖
な
ど
、
家
の
周
り
の
危
険

箇
所
を
調
べ
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

■
避
難
所
な
ど
の
確
認

　
避
難
所
や
避
難
経
路
、
家
族
が

　
自
然
災
害
と
い
っ
て
も
、
そ
の
種
類
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
自
分
や

家
族
の
命
を
守
る
た
め
、
災
害
の
原
因
や
状
況
、
対
策
の
方
法
を
紹

介
し
ま
す
。

６月は土砂災害防止月間

＿ 
で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う 

＿
合
は
、
被
災
者
に
支
援
物
資
が
届
く

ま
で
に
数
日
か
か
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
災
害
時
の
混
乱
を
少
し
で

も
小
さ
く
す
る
た
め
に
は
、
一
人

一
人
が
非
常
持
ち
出
し
品
な
ど
を

準
備
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
３

日
分
を
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▽
非
常
持
ち
出
し
品
の
例

乾
パ
ン
、
飲
料
水
、
衣
類
、
貴

重
品
な
ど

▽
備
蓄
品
の
例

飲
料
水
、
粉
ミ
ル
ク
、
衣
類
、

毛
布
な
ど
。
食
品
は
、
ふ
だ
ん

食
べ
る
レ
ト
ル
ト
食
品
や
カ
ッ

プ
め
ん
な
ど
を
多
め
に
買
い
、

消
費
し
た
ら
そ
の
分
を
補
充
す

る
と
い
う
『
ロ
ー
リ
ン
グ
ス

ト
ッ
ク
法
』
で
備
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

土砂災害は、降雨などによって突
然発生し、私たちの生命や財産を
一瞬にして奪い、深刻な被害をも
たらします。

● 土砂災害と雨量の関係
土砂災害のほとんどは、梅雨や台
風の時期に発生しています。地質
や傾斜などによって異なります
が、１時間に20ミリ以上、降り
始めから100ミリ以上の雨が続
くと、土砂災害の危険が高まるた
め、十分な警戒が必要です。

▷崖
がけ

崩れ　しみ込んだ水分が土の抵
抗力を弱め、弱くなった人工的な
台地の急斜面などが突然崩れ落
ちます。
前ぶれ：小石が落ちてくる / 崖か

らの水が濁る / 斜面のひ
び割れ 

▷地すべり　ゆるやかな斜面で、地
中の粘土層が地下水の影響で動き
出します。
前ぶれ：崖から水が吹き出す/井

戸や沢の水が濁る/地面
のひび割れ

▷土石流　谷や斜面にたまった土砂
などが、大雨による水と一緒に一
気に流れ出します。
前ぶれ：山鳴りがする / 川が濁

る / 雨が降り続いている
のに川の水位が下がる

(1) 

日
頃
か
ら
備
え
て
お
こ
う

　
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
は
、

日
頃
か
ら
の
準
備
や
心
構
え
が
必
要
で
す
。
突
然
起
き
る

災
害
に
慌
て
ず
に
済
む
よ
う
、
備
え
て
お
く
べ
き
主
な
ポ

イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。
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■
緊
急
速
報
メ
ー
ル

　
市
で
は
、
携
帯
電
話
会
社
（
Ｎ

Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
、

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
（
ａ
ｕ
））
が
提
供
す
る

エ
リ
ア
メ
ー
ル
な
ど
の
緊
急
速
報

メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、
災

害
に
関
す
る
緊
急
情
報
を
市
内
に

あ
る
携
帯
電
話
に
一
斉
配
信
を
行

い
ま
す
。

▽
配
信
情
報
の
種
類

　
避
難
勧
告
、
避
難
指
示
（
緊
急
）、

津
波
警
報
、
国
民
保
護
情
報
な
ど

▽
配
信
エ
リ
ア

　
市
内
全
域
（
市
民
は
も
ち
ろ
ん
、

一
時
的
に
エ
リ
ア
内
に
い
る
観

光
客
な
ど
も
受
信
で
き
ま
す
）

※
受
信
料
は
無
料
で
す
。

▽
注
意
事
項

　
機
種
に
よ
っ
て
は
、
サ
ー
ビ
ス

の
全
部
ま
た
は
一
部
が
利
用
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
受

信
可
能
機
種
の
確
認
や
、
機
種

ご
と
の
受
信
設
定
方
法
・
別
の

携
帯
電
話
会
社
で
の
受
信
な
ど

に
つ
い
て
は
、
各
携
帯
電
話
会

社
の
窓
口
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

特 集 １　あの日から 50年、今、防災を考える

(2) 

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
活
用
し
よ
う

　
自
然
災
害
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
は
、
災
害
情
報
を
１

秒
で
も
早
く
入
手
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
情
報
を
入
手
し
、
避
難

な
ど
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

■
防
災
気
象
情
報

　
気
象
台
で
は
、
気
象
災
害
が
発

生
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
、
防
災

気
象
情
報
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
対
応
テ
レ
ビ
の
ｄ
ボ
タ

ン
や
気
象
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

佐
賀
県
あ
ん
あ
ん
メ
ー
ル
な
ど
で

確
認
で
き
ま
す
。

▽
大
雨
警
報
・
洪
水
警
報

　
土
砂
災
害
や
浸
水
害
、
洪
水
害

の
危
険
が
あ
る
場
所
で
は
避
難

の
準
備
を
し
て
く
だ
さ
い
。
特

に
、
高
齢
者
な
ど
は
早
め
に
避

難
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
土
砂
災
害
警
戒
情
報

崖
の
近
く
な
ど
、
土
砂
災
害
の

危
険
が
あ
る
場
所
で
は
速
や
か

に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
特
別
警
戒

災
害
の
危
険
が
あ
る
場
所
で
は

避
難
所
へ
避
難
す
る
か
、
外
出

が
危
険
な
場
合
は
家
の
２
階
な

ど
の
高
い
所
へ
避
難
し
て
く
だ

さ
い
。

●

問
合
先

　
佐
賀
地
方
気
象
台

（
☎
０
９
５
２
㉜
７
０
２
５
）

防災行政無線の試験運用を開始します

平成 28 年度から 30 年度にかけて、災害時や緊急時に市民の皆さんへ情

報を迅速にお伝えすることができる防災行政無線を整備しており、平成

29 年８月から本格運用をするまでの間、整備ができた施設から順次、試

験運用を開始します。

【防災行政無線で放送する主な内容】

【整備イメージ】

【防災行政無線のほかにもいろいろな手段で情報をお知らせします】

　①緊急速報メール（エリアメール）　②登録メール（防災ネットあんあん）

　③市ホームページ、フェイスブック、ツイッター

　④ケーブルテレビ　⑤電話自動応答装置

１　災害関連情報

　・緊急地震速報

　・土砂災害警戒情報の伝達

　・特別警報

　・避難準備・高齢者等避難開始の発令

　・避難勧告の発令

　・避難指示（緊急）の発令

２　行政関連情報

　・国民保護（武力攻撃）

　・凶悪事件の発生

　・危険動物の出没

　・緊急の断水情報

　・火災情報

　・時報（12:00、17:00）

避難勧告などの『避難情報』の

名称が変更されました

平成 28 年８月の台風 10 号による水

害では、『避難準備情報』の意味する

ところが伝わっておらず、適切な避難

行動がとられなかったことを踏まえ、

国は高齢者などが避難を開始する段階

であることを明確にするなどの理由か

ら、避難情報の名称を下のとおりに変

更しています。

（変更前）　『避難準備情報』

（変更後）　『避難準備・高齢者等避難

　　　　　 開始』

（変更前）　『避難勧告』

（変更後）　『避難勧告』

（変更前）　『避難指示』

（変更後）　『避難指示（緊急）』
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町・地区 指定緊急避難場所 指定避難所

伊万里
伊万里公民館、伊万里小学校グラウ
ンド、啓成中学校グラウンド、市民
センターお祭り広場

伊万里公民館 ２３−９９８８ 伊万里小学校 ２３−４１２８

啓成中学校 ２２−３６００ 生涯学習センター ２２−１２６２

牧　島 牧島公民館、牧島小学校グラウンド、
啓成中学校グラウンド 牧島公民館 ２２−５７８３ 啓成中学校 ２２−３６００

大　坪 大坪公民館、大坪小学校グラウンド、
伊万里中学校グラウンド、国見台公園

大坪公民館 ２３−９８９８ 大坪小学校 ２３−６１４８
伊万里中学校 ２３−４１５８

立　花 立花公民館、立花小学校グラウンド、
国見台公園

立花公民館 ２０−４５６７ 立花小学校 ２３−２１００
同和教育集会所 ２２−７４６２

大川内 大川内公民館、大川内小学校グラウンド 大川内公民館 ２３−２７７４ 大川内小学校 ２３−２５４２

黒　川 黒川公民館、東黒川運動広場、青嶺
中学校グラウンド

黒川公民館 ２７−０００１ 青嶺中学校 ２７ー００５３
林業研修センター ２７−１１６９

波多津 波多津老人憩いの家、波多津小学校
駐車場、青嶺中学校グラウンド

波多津老人憩いの家 ２５−０８９０ 波多津小学校校舎 ２５ー００６４
青嶺中学校 ２７−００５３

南波多 南波多公民館、南波多小学校グラウン
ド、南波多中学校グラウンド

南波多公民館 ２４−２００１ 南波多小学校 ２４ー２００７
南波多ミニスポーツ会館 ー 南波多中学校校舎 ２４ー２００８

大　川
大川町コミュニティーセンター、大
川小学校グラウンド、東陵中学校グ
ラウンド、大川運動広場

大川コミュニティセンター ２９−２００１ 大川小学校 ２９ー２００５
東陵中学校 ２６−２０１２ 隣保館 ２９ー２０８８
大川体育館 ー

松　浦 松浦公民館、松浦小学校グラウンド、
東陵中学校グラウンド、松浦運動広場

松浦公民館 ２６−２００１ 松浦小学校 ２６ー２０５０
東陵中学校 ２６−２０１２

二　里 二里公民館、二里小学校グラウンド、
国見中学校グラウンド、国見台公園

二里公民館 ２３−３０２４ 二里小学校 ２３ー３４６３
国見中学校 ２３−５１９５

東山代
東山代公民館、東山代小学校グラウ
ンド、国見中学校グラウンド、滝野
小中学校グラウンド

東山代公民館 ２８−０００１ 東山代小学校 ２８ー００２４

国見中学校 ２３−５１９５ 滝野小中学校校舎 ２８ー００２３

山　代
山代公民館、山代東小学校グラウン
ド、山代西小学校グラウンド、山代
中学校グラウンド、浦ノ崎運動広場

山代公民館 ２８−２００１ 山代東小学校体育館 ２８ー２００９

山代西小学校 ２８−３０１５ 山代中学校 ２８ー２０２６

■避難するときの注意
▷大雨警報発表時など、災害が発生する恐れがある場合は、各町公民館に市職員が待機しています。避難する場合は、

まず各町公民館に避難してください。
▷その他の指定避難所は、休日や夜間などに無人となることがあります。事前に電話などで確認のうえ避難してください。
▷指定緊急避難場所としている小・中学校のグラウンドなどは、突発的に大規模な災害が発生し、市の災害対策本部か

ら指示があるまでの間、一時的に避難する場所です。

　
災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、関
係
機
関
（
左
の
【
表
１
】）

が
対
応
し
ま
す
。
災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
ま
た
は
発
生

す
る
恐
れ
が
あ
る
と
感
じ
た
と
き
は
、
早
め
に
通
報
し
ま

し
ょ
う
。

■緊急時には携帯電話でも情報を確認できます
地震発生などの緊急情報は、携帯電話やスマートフォン、タブレットでも確認できます。
外出時の情報収集にお役立てください。市ホームページアドレスは次のとおりです。
http://www.city.imari.saga.jp/

※ 九州電力の携帯サイトにもリンクしています。

こんなとき（状況） 機関名 電話番号

地すべり、崖
がけ

崩れ、道路の損壊、河川の
増水などのとき

伊万里市役所 　２３−２１１1

伊万里土木事務所 　２３−４１５１

災害により生命、身体、財産に危害が及
びそうなとき 伊万里警察署 　１１０　または

　２３−３１４４
災害が発生したとき、けが人や病人がで
たとき 伊万里消防署 　１１９　または

　２３−２１１９

水道管の破裂などのとき 伊万里市水道部 　２３−５４００

停電などのとき（波多津地区を除く） 九州電力株式会社
武雄営業所

フリーダイヤル
０１２０−９８６−３０４

停電などのとき（波多津地区） 九州電力株式会社
唐津営業所

フリーダイヤル
０１２０−９８６−３０１

(3) 

も
し
も
の
と
き
は
早
め
に
通
報
を

確認を！　いざという時の 指定緊急避難場所・指定避難所一覧表

【表１】災害時における関係機関連絡先
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町・地区 避難所

伊万里（全世帯） 有田町（黒牟田街なみ集
会場など32避難所）

牧　島（全世帯） 有田町（有田町体育セン
ターなど 10 避難所）

大　坪（全世帯） 太良町（自然休養村管理
センターなど16避難所）

立　花（全世帯） 鹿島市（林業体育館など
19 避難所）

大 川 内（ 岩 谷・
市山・正力坊）

武雄市（川登中学校の１
避難所）

大川内（上記を
除く）

嬉野市（塩田工業高等学
校など 12 避難所）

黒　川（全世帯） 武雄市（武内小学校など
７避難所）

特 集 １　あの日から 50年、今、防災を考える

町・地区 避難所

波多津（全世帯） 武雄市（橘公民館など８
避難所）

南波多（全世帯） 武雄市（北方スポーツセ
ンターなど７避難所）

大　川（全世帯） 鹿島市（鹿島高等学校な
ど７避難所）

松　浦（全世帯） 嬉野市（塩田中学校など
６避難所）

二　里（全世帯） 嬉野市（嬉野高等学校な
ど 36 避難所）

東山代（全世帯） 武雄市（朝日小学校など
12 避難所）

山　代（全世帯） 武雄市（武雄高等学校な
ど 18 避難所）

２ 

原
子
力
災
害
へ
の
備
え

　
市
で
は
、
玄
海
原
子
力
発
電
所
の
近
隣
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、佐
賀
県
か
ら
市
内
全
域
が
緊
急
時
防
護
措
置
準
備
区
域
（
Ｕ
Ｐ
Ｚ
）

の
指
定
を
受
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
こ
で

は
、
市
原
子
力
災
害
避
難
計
画
の
概
要
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

■
市
原
子
力
避
難
計
画
の
概
要

●

避
難
先

▽
す
べ
て
の
市
民
は
、
玄
海
原
子

力
発
電
所
か
ら
30
㌔
圏
外
の
市

町
に
避
難
し
ま
す
。

▽
自
治
会
ご
と
に
同
一
の
避
難
所

（
地
域
）
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

●

避
難
方
法

▽
原
則
と
し
て
自
家
用
車
を
利
用

し
て
避
難
し
ま
す
。

▽
自
家
用
車
で
の
避
難
が
で
き
な

い
人
は
、
近
所
の
人
の
車
に
乗

原発事故発生の情報
原発事故の状況について、国、県、
市のそれぞれから情報を伝達します。

原子力事業者（九州電力）

国

佐賀県

伊万里市

伊万里市民

防災活動の指示
屋内退避や避難指示などは、国の指示
に基づき市から伝達します。

【伝達方法】
▷テレビ・ラジオ放送   ▷区長、地区防災会による連絡
▷消防団による広報　  ▷ケーブルテレビの緊急放送
▷市ホームページ掲載  ▷緊急速報メール配信 など

原発事故発生時の情報伝達経路

　
り
合
わ
せ
る
か
、
市
が
指
定
す

る
集
合
場
所
に
集
合
し
、
市
公

用
車
、
県
が
手
配
す
る
バ
ス
・

タ
ク
シ
ー
、
自
衛
隊
の
車
両
な

ど
を
利
用
し
て
避
難
し
ま
す
。

●

避
難
経
路

▽
主
要
避
難
経
路
（
幹
線
道
路
）
を

通
る
こ
と
を
基
本
と
し
ま
す
。

▽
主
要
避
難
経
路
か
ら
避
難
所

（
施
設
）
ま
で
の
間
の
誘
導
は
、

警
察
や
避
難
受
け
入
れ
市
町
の

協
力
を
得
て
行
い
ま
す
。

７月９日は『市民防災の日』です
市は、昭和 42 年７月９日の大水害を教訓とし、その記憶を風化させないために、
また、地域や家庭などにおいて一人一人に防災意識を高めてもらうとともに、市
と市民全体で防災対策を行っていくため、７月９日を『市民防災の日』と定めて
います。当日は、市民ロビーで大水害の写真や防災グッズなどを展示します。今
年はこの『市民防災の日』の制定から 10 年目。この節目に、わが家の防災対策
などについて、家族で話し合ってみましょう。

■市民防災の日関連事業『防災講演会』
● 日　時　７月９日（日）　午後２時〜４時
● 場　所　市民センター 文化ホール
● 内　容　講演ほか
▷演　題　『自主防災組織は地域の要 〜熊本地震から学ぶ〜』
▷講　師　自主防火クラブ 黒髪校区第４町内自治会　会長　交野富清さん

【表２】原子力災害時における伊万里市民の避難所

■
緊
急
時
の
た
め
の
対
応

●

安
定
ヨ
ウ
素
剤
を
配
備

玄
海
原
子
力
発
電
所
か
ら
30
㌔

圏
内
の
市
民
へ
の
対
応
と
し

て
、
県
は
、
市
内
の
各
町
・
地

区
公
民
館
と
市
内
の
小
・
中

学
校
に
安
定
ヨ
ウ
素
剤
（
成

人
換
算
で
９
万
６
５
０
０
人

分
）
を
配
備
し
て
い
ま
す
。

●

服
用
の
目
的
・
効
果

安
定
ヨ
ウ
素
剤
は
、
原
子
力
発

電
所
の
事
故
で
放
出
の
恐
れ
が

あ
る
放
射
性
ヨ
ウ
素
に
よ
る
被

ば
く
を
阻
止
・
低
減
す
る
効
果

が
あ
り
ま
す
。

※
万
一
、
原
子
力
発
電
所
の
事
故

が
発
生
し
た
場
合
、
県
の
指
示

に
よ
り
服
用
し
ま
す
。

■
市
民
の
避
難
所

　
原
子
力
災
害
避
難
計
画
に
基
づ

く
各
町
・
地
区
の
避
難
所
は
右
の

【
表
２
】
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、

行
政
区
ご
と
の
避
難
所
に
つ
い
て

は
、
市
防
災
危
機
管
理
課
や
各
町

公
民
館
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
で
き
ま
す
。
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